
北海道における林業労働対策の検討方向 資料４

本道の林業を取り巻く現状・課題 検討方向(案)
【労確基本計画の基本方針】

取組(案)
【労確基本計画の事業体の目標・道の施策】

林
業
従
事
者
の
育
成
・確
保

①新規参入者は
増加傾向、従事
者は横ばいで推
移

・林業の認知度は以前として低いことから、従
事者の減少が懸念

・素材生産分野は新規参入が多く従事者数が
増加する一方で、造林・種苗分野は減少

・地域や世代を問わず、多様な対象に向けた、林業
の情報や魅力の効果的な発信の強化が必要

・特に造林・種苗分野における多様な人材確保の促
進や機械化の推進が必要

・林業の職業認知向上に向け、木育との連携など
による戦略的広報により、情報発信を強化

・定期雇用等を含む多様な働き方に対応した、事業
体における人材確保の取組を促進

②新規参入者の
一定数が離職

・人間関係や安全面の不安、労働条件などを理
由に、新規参入者における一定の離職が発生

・働き続けたい魅力ある産業を目指した労働条件の
改善はもとより、就業後のミスマッチ防止やネット
ワーク構築等、定着に繋がる複合的な取組が必要

・北森カレッジにおいて、就業後の円滑な定着を支
える基礎的知識を学ぶ短期コースの設置を検討

・労働環境の改善に向けた軽労化機器の普及

・若手従事者のネットワーク活動の活発化を促進

③能力評価や
処遇改善の遅れ

・各種研修や技能検定など、能力評価を実施す
るための仕組みは整備されてきている

・一方、研修受講のための事業体の体制や、能
力に応じた処遇改善は十分に進んでいない

・事業体における計画的な人材育成及び能力に応
じた評価が給与等の処遇に反映される体制や意識
づくりが重要

・各種研修の受講や技能検定の受検促進による従
事者のキャリア形成を支援

・事業体における技能検定制度等を活用した能力
評価制度導入及び能力に応じた処遇改善を促進

④北森カレッジ
による人材育成

・近年入学者数が低位なことから、安定的な人
材輩出に向け、入学者確保の取り組みを強化

・卒業生の知識や技術、意欲については業界
から評価されており、求人が高倍率で推移

・北森カレッジの魅力を発信し、認知拡大から入学
へとつながる段階的な取り組みが必要

・新たなコース設置等による、業界の人材育成に対
する支援が必要

・効率的・効果的な情報発信により、認知度向上を
図るとともに、オープンキャンパス等の内容充実に
より、入学者確保に取り組む

・さらなるカリキュラムの充実などにより、各地域か
らの企業推薦入学を促進

労
働
安
全
の

向
上⑤依然として

死傷災害が
多数発生

・全産業の中でも労災発生が多く、チェーンソー
による伐木作業での重大災害リスクが高い

・過酷な現場環境下において、熱中症やハチ、
クマによる事故などのリスクが増加

・機械伐倒の推進はもとより、チェーンソー作業にお
ける基本動作徹底のための初期教育や学び直しな
ど、安全教育の強化と安全意識の定着が必要

・変化する状況にも対応した安全安心な労働環境
の継続的な確保が必要

・出張研修等の実施により、事業体規模に関わらな
い安全教育の受講機会の確保や労働安全装備等
の導入を支援

・現場環境の悪化に迅速に対応しながら、労働環
境の改善を支援

林
業
事
業
体
の

経
営
体
質
の
強
化

⑥収益性が十分
でなく、経営基盤
が不安定

・通年雇用率は向上する一方、素材生産性は
上昇が鈍化

・収益性や経営基盤が脆弱なため、安定的な
経営が実現できない事業体も多い

・スマート林業機器の活用や効率的な作業システム
の導入等による生産性の向上が必要

・持続的な経営に向け、施業地の集約化による安
定的な事業量の確保や経営基盤の強化が必要

・事業体におけるスマート林業機器等の導入支援
や、スマート林業を担う人材の育成を推進

・森林施業プランナーなど経営力の強化に資する
人材の育成や、機械化などの設備投資及び事業承
継等経営の安定化に対する支援

⑦外国人材の就
労制度の創設

・受入体制の整備が進む一方、制度が複雑な
ため、活用意向を保留する事業体が多く存在

・外国人材の受入を希望する事業体に対し、受入に
関する理解促進と適切な情報提供が必要

・受入要件や先進事例に関するセミナーの開催す
るなど、外国人材の活用を希望する事業体を支援

そ
の
他

⑧地域課題を
踏まえた多様
な担い手確保

・多様な人材の活躍が求められる中、農業と比
較して林福連携の取組は限定的で事例が少な
い

・林福連携を進めるに当たって、林業は危険を伴う
作業が多いことから、障害の程度に応じた作業内容
とする必要

・就業希望者と事業者のニーズのマッチング等、事
業体におけるモデル的な取組や事例の横展開を推
進
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